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 2020 年は卒業式も入学式も新型コロナウィルスの為に滄水会として

の参加はありませんでした。2021 年は入学式だけの参加でした。2022

年は人数制限があった様ですが、卒業式と入学式の両方へ参加しました。

確実にコロナは収束していると感じた次第です。 

 コロナ禍において、滄水会の理事たちは多くの仕事をしてくれました。

まず、開催の 1 年以上前に予約していた 2020 年の滄水会総会の会場を

キャンセルとし、総会をインターネット開催としました。同窓会名簿は紙

から電子化となり CD での発行となりました。さらにホームページでは会

員紹介ブログをスタートさせ、その投稿リレーは 100 投稿を超えました

。 

 社会同様にコロナは滄水会にも影響を与え、同窓会の DX 化も進めてく

れました。その結果、物理的に会員が集まる機会は減りましたが、海外を

含めた遠くの会員がサイバー上で総会に参加してくれました。さらに、課

題である経費削減に関してサイバーを活用した取り組みもスタートさせ

ました。会員の皆様には、会員同士の交流イベントへの告知に、滄水会ホ

ームページを活用して欲しいと願います。また、その交流の様子は会員紹

介ブログで共有して欲しいのです。日本全国だけでなく世界へと散らばっ

ている約 1 万人の会員同士を繋げることにインターネットを利用したサ

イバー空間の活用は、今後の滄水会の運営に不可欠と考えています。セキ

ュリティなどの面倒さは発生しますが、サイバー空間の活用を積極的に活用していく所存ですので、会員の皆様

のご理解をいただきたくお願い申し上げます。 

 また、この場を借りて「コロナ渦だからこそやろう！」と日本全国ならびに世界へと繋がる滄水会の未来イメ

ージへ色々な取り組みをしてくれた理事とご協力くださった会員の皆さまへ、滄水会の代表として心よりお礼を

申し上げさせていただきます。 
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小路会長からのご挨拶 

滄水会会長 小路 幸市郎 
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令和 4 年 3 月 18 日（金）職業能力開発総合大学校にて令和 3 年度職業能力開発総合大学校卒業式及び第 27

回滄水会賞授与式が執り行われました。緊急事態宣言下のため、式は規模と時間を短縮し、必要最小限の人員で

実施されました。滄水会賞授与式では、小路会長より将来、社会において大いに頁献が期待される卒業生 4 名に

「滄水会賞」が授与されました。受賞者のみならず、すべての卒業・修了生のご活躍と社会への貢献を、滄水会

会員一同心より祈念しております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 3 年 11 月に、「2021 滄水会名簿（CD 版）」がお陰様をもちまして、無事に完成の運びとなりました。

名簿は 7 年ぶりの発刊となります。発刊には多くの同窓生の皆様や先生方にご協力をいただきました。改めて御

礼申し上げます。なお、名簿は若干の在庫がございます。購入を希望する方は、本人確認を実施するため、機構

職員経由で事務局にお申込みください。 
 

令和 3 年度卒業式・滄水会賞授与式 

2021 滄水会名簿（CD 版）発刊のお知らせ 

上段左から 藤野栄一副会長 小路幸市郎会長、秦昌樹副会長、遠藤雅樹事務局長 

下段左から 機械専攻 平野亜里沙さん、電気専攻 塩屋健さん、電子情報専攻 堀川友稔さん、建築専攻 西原大地さん 

 

【受賞者から喜びの声】 （総合課程 電子情報専攻 堀川友稔 （ほりかわ ともなり）） 

 

この度は、滄水会賞という大変名誉ある賞を受賞させていただき、誠にありがとうございます。私が滄

水会賞を受賞できたのは、共に助け合いながら成長してきた電子情報専攻の仲間たちと、いつも熱心に指

導して下さった先生方の助力があったからこそだと感じております。職業大では、専門的な理論や知識を

学ぶ講義だけでなく、実験や実習の中でそれらを自分の目で確かめることができました。職業大ならでは

の学習から学んだ知識は、これから社会人として踏み出す私達にとっての土台となると感じております。 

 私は就職率が非常に高い国公立大学であることに魅力を感じ、職業大の入学を決めました。そして今年

の 4 月から、晴れて新社会人として働くことができます。 

在学中は、国際会議での発表や高校生向けに専門授業を行う先生図鑑イベントなど、様々な経験をするこ

とができました。職業大で学んだ経験を活かしつつ新しいことをどんどん吸収し、基盤力のある社会人に

なりたいと思います。これからも日々勉学に励み、研鑽を重ねて参ります。今後も暖かい目で見守って頂

けたら幸いです。 

 この度は、大変名誉ある賞を受賞させていただき、誠にありがとうございました。重ねてお礼申し上げ

ます。 



 
 
 

 

令和 3 年度よりスタートしました会員紹介ブログ（以下、ブログと記載します）数は現在、１

０5 件（令和４年５月末）になりました。そこでこの度、投稿されたブログの内、会員同士の交流

報告があるものを２点ご紹介させていただきます。本ブログを機に、滄水会会員同士の親睦が深ま

ることを期待しております。 

会員の皆様におかれましては、是非とも記事の閲覧並びに紹介記事のご寄稿をお願いします。 
 
滄水会会員紹介ブログ：https://ptusousuikai.blog.fc2.com/ 
閲覧パスワード：郵送されました「令和 4 年度滄水会ニュース発行のご案内」はがきを 

ご覧ください。 
 

お名前 紀 高志 お名前 財津 拓三 

所属科、期 運輸装置科 20 期 所属科、期 建築工学科  38 期 

タイトル：今は無き運輸装置科の２０期です。 

  
現在は、還暦を迎えた身体に鞭打って日々職業能力

開発促進のため、微力ながら業務に邁進しています。 

在学中は、決して真面目な学生では無かったですが、

学生寮での生活や自動車部の活動、学園祭の実行委員

などの経験が勉学と併せて、今までの社会人生活で大

変役に立っていること、かつ、様々な困難な出来事を

乗り越えてこられたことを日々の刹那の中で感じるこ

とが多々あります。 

 添付の写真は、職業大（訓大）が相模原から小平へ

の移転前の年の夏に相模原キャンパスの自動車部の車

庫前にて「自動車部車庫を偲ぶ会」を開催した時にご

参加頂きました皆様です。 

 15 期の先輩から 40 期ぐらいまでのここで青春を

過ごした皆様が、この場所に来られるのも最後と言う

ことで集まり、昔の思い出などを語り合いました。ち

なみに、私は一番左に写っていますが、現在は、この

時より 15kg ほど減量しています（まぁ、これは、ど

うでもいいですが）。 

 

タイトル：先輩に連れられて 

昨年の異動により職業大に交流人事で配属されて

います建築工学科 38 期の財津です。 

 早いもので１年が経過し、片道２時間半の通勤も

日常となり、なんとか 2 年目を迎えております。電

車に乗っている時間は１時間半程度ですが、宇都宮

線 小山駅までの約１km、武蔵野線 新小平から職業

大までの約 2km を歩いているせいか体重が５kg 程

度減りました。そして、日々歩くこの習慣を休日に

も生かそうと、最近は登山に目覚め、この春には先

輩である藤野先生（29 期）に連れられて、蓼科山

（長野）と雲取山（東京）の２座に登ってまいりま

した。 

 １枚目の写真は、卒業式の翌々日に登った蓼科山

です。３月とはいえ気温はマイナス 7℃でしたが、

ありがたいことに風がほとんど吹いておらず気持ち

よく雪山を楽しむことができました。下山後は、つ

いでに隣にある霧ヶ峰とも思いましたが却下。山は

夜まで楽しむものかと思っておりましたが、登山は

明るいうちに帰るもののようです。 

 2 枚目の写真は、４月の初旬に登った雲取山です。

蓼科の際は、先

輩を高尾の駅で

40 分待たせる

という失態を犯

しましたが、今

回は時間通りに

青梅の駅に着く

ことができ、ま

た、東京都で一

番高いところへ

連れて行ってい

ただきました。

先輩、次は、南

ア ル プ ス の

3,000m峰に連

れて行ってね！ 
 

会員紹介ブログ（会員リレー紹介）の大紹介 



定成政憲 名誉教授 

木材加工科 20 期 

政憲 

 

 

 
本年度も職訓大・職業大の発展に多大なるご尽力をくださった先生方が退職されました。前滄水会副会長を務

められた定成政憲名誉教授に滄水会の思い出を語っていただきました。 

 
滄水会副会長として、2017 年 10 月～2020 年 9 月まで、小路幸市郎会長、秦

昌樹副会長、垣本忠副会長、塚崎英世事務局長と 3 年間活動をしてきました。３年

間を振り返ってみると、まず、任期最終年の 2020 年４月７日に新型コロナウィル

スの緊急事態宣言が出されたことです。同年 4 月から２カ月間、職業大の総合課程

が休校状態となり、主任と学務委員を中心としてリモートを活用した授業対策等がま

とめられました。また、指導員研修は都道府県から受講申込のキャンセルがあり、機

構指導員を中心として規模を縮小して実施しました。 

 一方、第 58 回技能五輪全国大会（2020 年 11 月 13 日～）は無観客で、愛知

県国際展示場等で実施し、第 59 回大会（2021 年 12 月 7 日～）は会場の入場者

を選手と関係者だけに限定して東京ビッグサイト等で実施しました。20 歳の年齢制

限がある第 15 回若年者ものづくり競技大会（2020 年 7 月 29 日～広島県予定）

は中止、第 16 回大会（2021 年 8 月 4 日～）は事前登録制で、愛媛県武道場等で

実施されました。このような新型コロナウィルスの感染拡大防止のため、規模を縮小

した令和元年度職業能力開発総合大学校卒業・修了証書授与式（2020 年 3 月 19

日）後に、第 25 回滄水会賞授与式を小路幸市郎会長の代理として事務局を主体として実施しました。 

 滄水会が果たす役割は、在校生が快適に勉学できる手助けをすること、卒業生の活躍状況報告、ネットワーク

構築の手助けをすることなど、確実にできることから進めていってもらいたいと思います。ところで、小平に移

転した職業大には二つの大切なものがあります。一つは、昭和 36 年（1961）4 月 20 日の”生産勤労と民族

の明日 日本の近代化と勃興”と題して、小泉信三氏が講演した「中央職業訓練所開所式及び長期訓練第一期生

入所式講演原稿」が 2 号館 1 階の展示室に保管されていることです。二つ目は、樹齢をレジストグラフで確認

できた樹齢 85年の赤松です。この樹木は台風で枝をたくさん落としましたが、青空に向かって成長しています。

温故知新で新しい歴史をつくる参考になって欲しいと思います。 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●住所変更等のお願い 

会員の皆様の住所変更等がございましたら、滄水会 HP にてお手続きの実施をお願いいたします。ご不明な点がございましたら、

事務局（FAX 042-346-7879 または、E-mail：sousuikai@uitec.ac.jp）までお問い合わせ下さい。 

●終身会費と維持寄付のお願い 

滄水会では、60 歳の時期（終身会費：１万円）に滄水会維持費として終身会費をお願いしております。また全会員の皆様にも維

持寄付（一口 5000 円）をお願いしております。是非、滄水会の発展のため令和元年度の滄水会ニュースに同封いたしました振込

用紙にてご寄付をお願い申し上げます。 

●寄稿のお願い 

会員の皆様には、同期会や支部会などがございましたら、開催情報の告知や活動をご寄稿願います。また、滄水会ニュース全般に

関するご意見、ご感想、ご提案などを事務局（E-mail : sousuikai@uitec.ac.jp）までお寄せくださいますようお願い申し上げます。             

事務局だより 

職業大の今：定成前副会長 滄水会活動の思い出 

中央職業訓練所開所式及び長期訓練第一期生入所式 

講演原稿（2 号館 1F エントランス） 
樹齢をレジストグラフで確認できた 

樹齢 85 年の赤松（小平キャンパス） 


